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１ 日 時 

令和３年（２０２１年）７月９日（金）から令和３年（２０２１年）８月２５日（水） 

 

２ 書面審議者 

熊本県環境影響評価審査会委員 

 

３ 事業者等 

  株式会社ジェイウインド、アジア航測株式会社 

 

４ 議 題 

「（仮称）新阿蘇おぐにウインドファーム計画段階環境配慮書」について 

 

５ 議事概要 

主な意見等の概要は以下のとおり。 

 

・風車のローター径が約２倍になることから、従来バードストライクの対象外だった

飛翔動物への配慮が必要となる。小型の鳥の多くは１００～２００ｍを飛翔すると

言われている中、建て替え予定の機種はローター径が約１３０ｍとなるようだが、

飛翔高度と動物の関係について考慮されているのか。 

・事業実施想定区域周辺ではイヌワシなどの猛禽類の生息が確認されているが、配置

場所や基数に関し、どのように配慮する予定か。具体例があれば教えてほしい。 

・事業実施想定区域の南東側には自然度の高い場所が残されているため、工事の際に

はできるだけ影響を与えないよう配慮してほしい。 

・周辺住民にとって日常の風景となる住宅や集落からの景観は極めて重要である。方

法書段階以降でフォトモンタージュを作成してほしい。  

・事業実施想定区域は山深い場所であるため、スカイラインの分断などには充分配慮

してほしい。 

・西側ルートでは舗装修繕などの軽微な工事のみ施工されることになると思うが、同

ルートは多くの部分で山地災害危険箇所を通過しているため、工事の際には防災等

に関し、充分な配慮が必要となる。  

 

※配付資料 

 （仮称）新阿蘇おぐにウインドファーム計画段階環境配慮書 説明資料 

令和３年度第３回熊本県環境影響評価審査会 

議 事 概 要（書面審議） 


